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筆者らは首都圏の私立大学である A 大学において 2018 年度秋学期に留学生










































A 大学のホームページによるとプログラムを実施した 2018 年時点において、A








































上記の E 学生と J 学生が一つのキャンパスにおり、そして接点を持ちたいと考
えていながらも接点が持てていないという現状に鑑みて、双方の出会いの場となる
ように本プログラムを企画し、2017 年度秋学期（9 月から 12 月）に行ったパイロッ
トスタディを経て、本プログラムを開始した。
本プログラムの主たる狙いは、E 学生と J 学生が出会い、継続的な接点を持ちな



























参加者は E 学生 9 名、J 学生 7 名の計 16 名である 1）。学年、性別及び E 学生の国籍、
J 学生の専攻の内訳は以下の通りである。
表 2　参加者の人数と内訳
E 学生　　学年・性別・国籍（人数） J 学生　　学年・性別・専攻（人数）
3 年・女 インドネシア (2)、ベトナム (1) 3 年・男 外国語 (1)
2 年・男 タイ (1)、スウェーデン (1) 1 年・男 ビジネス (1)、国際関係 (3)
2 年・女 台湾 (1) 1 年・女 外国語 (2)
1 年・男 スイス (1) 　
1 年・女 タイ (1)、アメリカ (1) 　
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5. スケジュール
全 6 回のセッションのスケジュールと活動内容の概要を表 3 に示す。
表 3　スケジュールと活動内容
第 1 回 10 月 11 日 プログラム説明、自己紹介、アイスブレーキングなど
第 2 回 10 月 18 日 アイスブレーキング、ミニプロジェクト導入・準備
第 3 回 10 月 25 日 ミニプロジェクト発表、ファイナルプロジェクト導入・準備
第 4 回 11 月 22 日 ファイナルプロジェクト　発表準備
第 5 回 11 月 29 日 ファイナルプロジェクト　発表準備
第 6 回 12 月 6 日 ファイナルプロジェクト　発表
ファイナルプロジェクトとは本プログラムにおける最終活動を示すもので、ミニ
プロジェクトとはその前段階として位置づけたものである。また、上記の活動に加
え、参加者には第 1 回目から第 4 回目まで毎回ジャーナルを提出することを課した。
6. 活動内容
6-1. アイスブレーキング
E 学生同士、あるいは J 学生同士の中には知り合いもいたようだが、教員を含め、
この日が初対面という人も少なくなかった。そこで、参加者がリラックスし、かつ、
お互いを知り合う機会を多く持てるよう、第 1 回目と第 2 回目のセッション時に
アイスブレーキングを行った。以下、目的と活動の詳細を記す。



























































へ視野を広げ、大学がある B 町を取り上げ、「B 町散歩」というテーマにした。こ
のテーマで何に注目し、どのように発表するかは各グループに任せた。第 4 回目
および第 5 回目のセッションはグループごとの準備時間とし、第 6 回目のセッショ
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